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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月9日(2011.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　前記基板上に配置された少なくとも１つの検出電極と、
　前記少なくとも１つの検出電極の付近に電界を生成するための手段と、
　前記少なくとも１つの検出電極に関する特性を測定するための手段と、
を備えることを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記特性は、電気的特性であり、
　前記電気的特性は、前記少なくとも１つの検出電極の前記１つの電極のインピーダンス
、抵抗、キャパシタンスのうちの１つである請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　電気的特性を測定するための手段が、前記少なくとも１つの検出電極の前記１つの電極
の電気的特性の時間依存性を測定する請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記基板が電解質を含み、前記少なくとも１つの検出電極の前記１つの電極が前記電解
質と電気的に接触している請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの検出電極の少なくとも１つの電極の温度を変更するための手段と
、
　前記少なくとも１つの検出電極の前記少なくとも１つの電極の前記温度を監視するため
の手段と、
を備え、
　前記温度を変更することが、前記測定される電気的特性を変えることである請求項２に
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記載の装置。
【請求項６】
　前記装置は、電気化学電池であり、
　前記基板は、電解質を備え、
　前記少なくとも１つの検出電極は、少なくとも２つの検出電極であり、
　前記少なくとも２つの検出電極は、前記基板上に配置され、且つ、前記電解質と電気的
に接触しており、
　前記少なくとも１つの検出電極の付近に電界を生成するための手段は、前記少なくとも
２つの検出電極の少なくとも１つの電極の付近に電界を生成するための手段を備え、
　前記少なくとも１つの検出電極に関する特性を測定するための手段は、前記少なくとも
２つの検出電極のうちの１つ以上の電極に関して特性を測定するための手段を備え、
　前記少なくとも２つの検出電極の付近に前記電界を生成することが、前記測定される特
性を変える請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記特性が、電気的特性または温度である請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記電気的特性が、
　前記少なくとも２つの検出電極の２つの電極間の電圧、
　前記少なくとも２つの検出電極の２つの電極間を流れる電流、
　前記少なくとも２つの検出電極の２つの電極間のインピーダンス、
　記少なくとも２つの検出電極の２つの電極間の抵抗、
　前記少なくとも２つの検出電極の２つの電極間のキャパシタンス、
のうちの１つである請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　さらに、前記少なくとも２つの検出電極のうちの少なくとも１つの電極の温度を変更す
るための手段を備え、前記温度の変更が前記測定される電気的特性を変える請求項７に記
載の装置。
【請求項１０】
　さらに、前記少なくとも２つの検出電極のうちの少なくとも１つの電極の前記温度を監
視するための手段を備える請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記電界を生成するための手段が、前記基板上に配置された少なくとも１つの電界電極
を含む請求項６に記載の装置。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの検出電極と前記少なくとも１つの電界電極とが前記基板の対向す
る側または同じ側に配置されている請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの電界電極の各々が導電層及び絶縁層を含み、前記絶縁層が前記基
板と前記導電層との間に配置されている請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも２つの検出電極のうちの１つ以上の電極に関して前記電気的特性を測定
するための手段が、前記少なくとも２つの検出電極の前記１以上の電極の電気的特性の時
間依存性を測定する請求項７に記載の装置。
【請求項１５】
　前記電気化学電池が、ガス混合物の成分の濃度を測定するガスセンサ、または、ガスの
存在を検知するガスセンサである請求項６に記載の装置。
【請求項１６】
　前記少なくとも２つの検出電極の第１の電極が前記電解質の第１の面上に配置され、
　前記少なくとも２つの検出電極の第２の電極が前記電解質の前記第１の面上に配置され
、
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　前記少なくとも２つの検出電極のうちの１つ以上の電極に関して特性を測定するための
手段が、前記第１の検出電極と前記第２の検出電極との間の電圧を測定するための手段を
備える請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記少なくとも２つの検出電極のうちの少なくとも１つの電極の付近に電界を生成する
ための手段が、前記電界を前記第１の検出電極の付近または前記第２の検出電極の付近に
生成する請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記電界を生成するための手段が、少なくとも１つの電界電極を備え、
　前記少なくとも１つの電界電極が、前記第１の検出電極を囲む第１のリング形状の電極
を備える請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記成分が、ＮＯ（一酸化窒素）、ＮＯ２（二酸化窒素）、アンモニア、ＳＯ２（二酸
化硫黄）、ＳＯ２（三酸化硫黄）、炭化水素、Ｈ２（水素）、Ｈ２Ｏ（水）、ＣＯ（一酸
化炭素）、及びＣＯ２（二酸化炭素）から成る群から選択される請求項１５に記載の装置
。
【請求項２０】
　前記電界を生成するための手段が、前記基板と電気的に接触していない請求項６に記載
の装置。
【請求項２１】
　電解質を含む基板と、
　前記電解質と電気的に接触している少なくとも２つの電極と、
　前記少なくとも２つの電極のうちの１つ以上の電極の表面を１つ以上のガスに暴露させ
るための手段と、
　電界を前記表面の付近に生成するための手段と、
を備え、
　前記電界が、前記１つ以上のガスと前記少なくとも２つの電極のうちの前記１つ以上の
電極との触媒反応を変えることを特徴とする触媒反応装置。
【請求項２２】
　さらに、前記電解質を前記１つ以上のガスに暴露するための手段を備え、前記電界が前
記１つ以上のガスと前記電解質との触媒反応を変える請求項２１に記載の触媒反応装置。
【請求項２３】
　さらに、前記少なくとも２つの電極の２つの電極にわたってバイアスを印加するための
手段を備える請求項２１に記載の触媒反応装置。
【請求項２４】
　前記バイアスを印加するための手段が、電圧源または電流源である請求項２３に記載の
触媒反応装置。
【請求項２５】
　前記基板が、前記１つ以上のガスが流通することを可能にする多孔質構造体を含み、前
記少なくとも２つの電極が前記多孔質構造体内に複数の粒子を含む請求項２１に記載の触
媒反応装置。
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